
大分商工会議所
まちづくり会社によるテナントミックス事業を個別支援

「地域経済活性化を通じた面的支援」に関する調査研究

地域資源・観光等を活用した地域活性化事例

（1）支援のきっかけ

大分市の中心市街地活性化基本計画は第1期が平
成20年7月から平成25年3月までの5か年計画と
して策定された。現在は第2期基本計画に移行して
いるが、中心市街地においては、商店街、大型商
業施設ともに衰退が顕著であり、衰退に歯止めが
かかっていない状況にある。

そのような中でも、平成19年に大分市、大分商
工会議所が中心となって設立されたまちづくり会
社である(株)大分まちなか倶楽部（まちなか出店サ
ポートセンター）が進めるテナントミックス事業
で空き店舗への新規出店支援を行うことにより、
まちなかに魅力ある店舗が増加している。

このテナントミックスを支えているのが、大分
商工会議所が大分市と連携して行っている「オン
リーワン企業等支援事業」である。

（２）支援のプロセス・アプローチ法

① 支援プロセス
(株)大分まちなか倶楽部が行っているテナント

ミックス事業とは、現在の大分市中心市街地（主
に商店街）における店舗分類の調査により、商店
街にとって必要な業種（誘致業種）と必要の無い
業種（不要業種）を見極め、空き店舗に対して必
要な業種を戦略的に誘致することで、商店街のエ
リアマネジメントを実施していくものである。

このようなことを目的に同社では、まちなかに
おける新規開業者へ空き店舗の紹介から事業計画
の立案・有利な補助制度の活用まで、開業・出店
支 援 を ト ー タ ル 的 に サ ポ ー ト し て い る 。

② アプローチ方法
(株)大分まちなか倶楽部では、空き店舗情報と開

業・出店情報及び公的支援情報を一元的に把握し、
事業者の幅広いニーズに対応できる体制を構築し
ている。その中でも、出店時の事業計画の作成支
援や、出店後の事業計画の進捗状況や店舗の商品
構成、広告から内装に至るまで幅広く経営指導を
実施しているのが大分商工会議所の「オンリーワ
ン企業等支援事業」である。

事業の継続性が認められるものに対しては、活
性化基本計画に基づく補助事業「商都復活支援事
業」により大分市が費用の一部を補助する制度が
組まれている。

（２）支援内容

① 商工会議所からタウンマネージャーを出向
商工会議所で中小企業へのICT活用による経営効

率化のサポート業務を行っていた人材をまちづく
り会社へタウンマネージャーとして出向させ、エ
リアマネジメントやテナントミックス事業等の活
性化策を手掛け、商店街区において5年間に約
150 店 舗 の 新 規 出 店 支 援 を 行 っ て い る 。

② 店舗運営に関する細かい支援メニュー
オンリーワン企業等支援事業では、店舗設計、

料理、内装、社員教育、資金調達など、商工会議
所の経営指導員が相談対応して指摘した事項を専
門家が細かくフォローする無料アドバイス体制が
構築されている。

1. 面的支援の概要
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（1）大分市と連携した支援スキーム

①商都復活支援事業
前述の商都復活支援事業は、空き店舗対策の

「まちなか出店支援事業」、店内に公共性の高い
トイレを整備する「トイレ整備事業」、公共イベ
ントスペースで集客力の高いイベントの開催に助
成する「イベント開催事業」などの6つの制度で成
り立っている。なかでも「まちなか出店支援事
業」は、まちづくり会社が窓口となって、商工会
議所の経営指導員が採択後も1年間にわたりハンズ
オンで経営支援し、ケースによってオンリーワン
企業等支援事業を適用するという手厚い支援制度
となっている。

2. 支援組織・連携スキーム
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②補助金交付の流れ
まちなか出店支援事業に基づく補助金交付の流

れは以下の通りである。
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（株）大分まちなか倶楽部にて、
出店場所・業種の相談・確認

事業計画作成のうえ、
大分商工会議所にて、修正・確認

申請書の添付書類を用意のうえ、
（株）大分まちなか倶楽部にて、書類内容を確認

偶数月に大分市役所 商工労務課にて、
申請書の記入及び提出

奇数月に開催される選考委員会の意見を受け、
市長が決定

決定通知を受け、店舗改装・広報等を行う

大分市役所に実績報告後、補助金を交付
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① 大分市と大分商工会議所が連携し、出店事業者への補助金交付及びハンズオンでの経営
支援を手厚く行っている。

② まちづくり会社である(株)大分まちなか倶楽部がワンストップで情報管理しており、事
業者の幅広いニーズに対応できる体制を構築している。

③ まちづくり会社故にNOと言える適切なテナントミックスを遂行できている。

④ 商工会議所の独自の商店街支援事業「オンリーワン企業等支援事業」における事業者別
支援メニューが課題別に整備されており、事業者の売上向上や資金繰り改善に寄与して
いる。

５ 地域活性化のポイント

３ 成果

① 出店ペースが10倍となり、退店率も低位維持
(株)大分まちなか倶楽部（出店サポートセン

ター）による官民連携のテナントミックス推進ス
キームを構築したことにより、従来の空き店舗対策
事業での出展店舗数が1年間に3件ペースであった
ものが、2年で10倍の30件ペースとなった。空き
店舗率も8.4％と低水準を維持している。

更に、従来50％近かった退店率がわずか6%と低
い水準になっている。

テナントミックスと商工会議所による個別支援が
奏功していると思われる。

②適切なテナントミックスによる効果
まちづくり会社であるが故に、出店希望者にNO

と言える適切なテナントミックスを遂行している。
特に、働く若い女性をターゲットに、美容、健

康分野の出店に注力した。
物販消費から時間消費、大型店からダウンサイ

ジングの流れに適合した業種店への移行を実現し
た。

４ 今後の計画

② コミュニティとの賑わいスキームの構築
来街者や居住者への新たなまちの魅力の提供や、

テナントミックスによる時間消費型店舗の新規出
店との相乗効果により、来街者や居住者が再来街
する動機を拡大するとともに、長い時間楽しく過
ごすことができるまちを目指す。

アート、音楽イベント、歴史文化等の市民活動
など買い物以外での来街動機を創出する。

① 激変する商業環境への対応
駅高架や区画整理など、大型ハード事業で商業

環境の激変が予想されている。そのような環境変
化の中で、各商店街がそれぞれの特徴や課題に対
応した取り組みを行うための組織を大分市とまち
づくり会社が連携して構築する。

買い物や食事に的確に対応した個店や商店街の
魅力の創出を推進する。
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